
緒　　　　　言

　近年，我が国を取り巻く社会環境の変化に伴い，人々
の食生活は大きく変化している。
　平成₁₇年に食育基本法₁）が制定され，第 ₁次食育推進
基本計画（平成₁₈年度から₂₂年度までの ₅年間）₂），第 ₂
次食育推進基本計画（平成₂₃年度から₂₇年度までの ₅年
間）₃）が作成され，都道府県や市町村，関係機関等で様々
な取組が行われてきた。
　平成₂₇年国民健康・栄養調査報告₄）では，「栄養バラン
スのとれた食事を食べている状況」について，「主食・主
菜・副菜を組み合わせた食事を一日に ₂回以上食べる」
が「ほとんど毎日」の人は，男女ともに₂₀代が一番低く，
若い世代ほどその割合が低い傾向が見られた。また，野
菜摂取量の状況については，健康日本₂₁（第二次）₅）の目
標値は一日当たり ₃₅₀ gであるが，₂₀代では男性 ₂₅₇.₁ 
g，女性 ₂₂₆.₈ gであり，男女ともに₂₀代は他の世代に比
べて最も少なかった。さらに，朝食の欠食率では，₂₀代
男性₂₄％，女性₂₅.₃％であり， ₄人に ₁人は朝食を食べ
ていなかった。
　また，大学生を対象に調査した「大学生等の食環境と
食行動，食への関心に関する調査₂₀₁₄年」₆）や「私立大学
学生生活白書₂₀₁₅」₇）では，朝食の欠食など，食生活の乱
れがあることが報告された。
　このような結果から第 ₃次食育推進基本計画（平成₂₈
年度から平成₃₂年度までの ₅年間）₈）においては，食生活
における ₅ つの重点課題が設定され，その中の一つに
「若い世代を中心とした食育の推進」が掲げられた。
　健全な大学生活を送るためには，健康的な食生活が望
まれる。学生食堂は，学内で食事をとる最も身近な場所

である。これまでに小池₉）や安藤ら₁₀）は，学生食堂の在
り方や課題について報告している。しかしながら，本学
ではこれまで学生食堂の利用に関する調査は行っていな
い。
　そこで，本学長束キャンパスの学生食堂に対する利用
者の意識を把握し，より良い学生食堂にすることを目的
に，食堂運営事業者への聞き取り調査と学生及び教職員
対象の学生食堂に対する意識調査を行い，本学における
昼食の実態と学生食堂の利用に関する課題を明らかにし
たので報告する。

方　　　　　法

1.　食堂運営事業者への聞き取り調査
　学生食堂の利用状況を把握するため，食堂運営事業者
であるカレッジ・サロン・モリの代表者に聞き取り調査
を行った。本調査は，卒業研究の一環として行ったため，
セミナー学生（食物栄養学科 ₂年生）₁₁人と著者とで，
平成₂₈年 ₅ 月及び ₆ 月の計 ₂ 回，代表者 ₁ 名と面談を
行った。
　内容は，一日当たりの食数，メニューで工夫している
こと，運営で困っている内容等とした。

2.　学生食堂に対する意識調査
　学生食堂に対する意識調査を行うに当たり，調査対象
者は本学長束キャンパスの学生₉₄₆人（広島文化学園大学
学芸学部子ども学科・音楽学科，大学院，広島文化学園
短期大学のコミュニティ生活学科・食物栄養学科・保育
学科，専攻科栄養専攻の学生）と教職員₈₅人の合計₁,₀₃₁
人とした。
　調査期間は平成₂₈年 ₇月₂₁日から ₈月₁₀日までとした。
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調査は無記名での自記式調査票を用いた。
　調査票を配付する前に，教職員には調査の目的を説明
し，調査票を配付した。学生にはチューターを通して調
査票を配付及び回収するよう依頼した。回答は任意であ
り，提出により調査に同意したものとした。合計₈₉₁枚の
調査票を配付し，₈₂₁枚が回収された（回収率₉₂.₁％）。
提出された調査票は記載内容を確認し，有効回答を質問
項目別に集計した。なお，本調査は，事前に広島文化学
園短期大学研究倫理審査委員会の承認を得て行った（承
認番号₂₈₀₀₁）。
　調査票の質問項目は，以下の通りである（以下，学生
食堂を「学食」と略す）。
　まず，対象者全員に「①所属（学生は所属学科，学生
以外は教職員とし，教員または事務職員である），②性
別，③年代，④家での食事作り（一人暮らしか，家族と
同居か），⑤学食の利用頻度，⑥昼食の金額」とした。
　次に，「学食を利用したことがある人」を対象に，「⑦
よく食べるメニュー・好きなメニュー，⑧価格，⑨味付
け，⑩学食で一番重視すること，⑪満足度」とした。ま
た，学食の営業日に「学食を利用しない場合」の人には，
「⑫昼食は何を食べるか，⑬昼食はどうしているか（調達
先など），⑭学食を利用しない理由」とした。
　最後は，全員に「⑮学食で出せる限度額，⑯昼食時の
栄養や健康に対する意識，⑰野菜の一日摂取量の知識の
認知度，⑱昼食時の野菜摂取状況，⑲昼食時の野菜摂取
に対する意識，⑳学食に対しての希望メニューと希望価
格（自由記述），㉑学食に対しての要望（自由記述）」と
した。

結　　　　　果

1.　食堂運営事業者への聞き取り調査
　食堂運営事業者からは，食事を提供する立場からの実
態を確認した。
　普段の食堂の利用食数は，一日当たり₁₂₀食から₁₃₀食
程度であり，目標の₂₀₀食には達していない。以前はもっ
と食数が出ていたが，最近は減っている。
　メニューは，定食の「あかねランチ」（白飯と味噌汁，
松花堂弁当様式の弁当箱に数種類のおかずが日替わり）
（写真 ₁），「季節の麺，または丼」（麺類または丼ものが
日替わり），丼類（カツ丼，親子丼などに味噌汁が付く），
麺類（うどん，ラーメンで数種類），カレーライスなどが
ある。
　「あかねランチ」（₄₄₀円）と「季節の麺，または丼」
（₄₀₀円）の ₂種類は毎日学食を利用する人のために日替
わりの献立にしていた。
　前年度まで作っていた「トッピングランチ」（₃₅₀円）
は，「ごはん・みそ汁・日替わりの揚げ物（鶏肉のから揚
げ等）・サラダ」であるが，人気がなかったため，作って
いない。

　定番の丼物（牛卵とじ丼，カツ丼，親子丼）は味噌汁
が付いて₄₀₀円であるが，比較的人気がある。定食や丼が
売り切れた場合の食数の増減は麺類で調整していた。
　学食での食数を増やすために学生の好みを把握し，対
応する必要性は感じているものの，日々の業務は ₆人で
行っており，メニュー数は現状よりは増やせない状況で
あった。
　その他，学食利用上の学生のマナーについての気づき
などが挙がった。

2.　学生食堂に対する意識調査
　学生及び教職員対象に実施した学生食堂に対する意識
調査の結果について述べる。なお，属性から学食の満足
度までは，回答の得られた全員（₈₂₁名）についての結果
である。
（₁）属性
　対象者の所属学科等の内訳を表 ₁に示した。
　学生は，子ども学科₂₄₀人（₂₉.₂％），音楽学科₈₈人
（₁₀.₇％），コミュニティ生活学科₁₄₈人（₁₈.₀％），食物
栄養学科₈₁人（₉.₉％），保育学科₂₀₉人（₂₅.₅％），教職

写真 ₁　あかねランチ

表 ₁　対象者の属性

所　　属 人数（人） 割合（％）

大　学
子ども ₂₄₀ ₂₉.₂
音　楽 ₈₈ ₁₀.₇

計 ₃₂₈ ₄₀.₀

短期大学

コミュニティ生活 ₁₄₈ ₁₈.₀
食物栄養 ₈₁ ₉.₉
保　育 ₂₀₉ ₂₅.₅
専攻科 ₁ ₀.₁

計 ₄₃₉ ₅₃.₅

大学院 ₂ ₀.₂

教職員 ₄₉ ₆.₀
その他 ₁ ₀.₁
無回答 ₂ ₀.₂

合　計 ₈₂₁ ₁₀₀.₀
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員₄₉人（₆.₀％），この他，大学院 ₂人，専攻科 ₁人，そ
の他 ₁枚，無回答 ₂人であった。
（₂）男女比
　対象者の男女比を表 ₂に示した。
　男女比では，男性₁₈₀人（₂₁.₉％）に対し，女性₆₃₃人
（₇₇.₁％）と女性が ₃／ ₄以上を占めた。

（₃）年代
　対象者の年代を表 ₃に示した。
　年代別では，₁₀代が₄₈₂人（₅₈.₇％）で過半数を超え，
₂₀代で₂₇₇人（₃₃.₇％）であり，₁₀代と₂₀代で₉₂.₄％で
あった。その他，社会人入学生や教職員は少数ではあっ
たが，₁₀代から₇₀代までの幅広い世代が学生食堂を利用
する可能性があることがわかった。

（₄）家での食事作り
　対象者の家での食事作りの状況についての結果を表 ₄

に示した。
　一人暮らしは₁₉₅人（₂₃.₈％），家族等と同居している
人は₆₁₉人（₇₅.₄％）であった。
　また，一人暮らしのうち，「自分で作る」が₇₇人
（₉.₄％），「ときどき自分で作る」₉₇人（₁₁.₈％），家族等
と同居で「自分で作る」₄₂人（₅.₁％），「ときどき自分で
作る」₂₉₄人（₃₅.₈％）で，合計₅₁₀人（₆₂.₁％）は食事
作りをしていた。
　しかしながら，一人暮らしで「まったく作らない」が
₂₁人（₂.₆％），家族等と同居で「まったく作らない」が
₂₈₃人（₃₄.₅％）であり，合わせて₃₀₄人（₃₇.₃％）が食
事作りをしていないことが明らかとなった。
（₅）学食の利用頻度
　対象者の学食の利用頻度についての結果を表 ₅に示し
た。
　対象者のうち，「いつも（週 ₄・ ₅日）学食を利用する
者」は₅₄人（₆.₆％）であった。「時々利用する者」₁₃₉人
（₁₆.₉％）を合わせると全体の₁₉₃人（₂₃.₅％）であった。
₇割以上の対象者は学食をほとんど利用していないこと
が確認できた。

（₆）昼食の金額
　昼食の金額についての結果を表 ₆に示した。

表 ₂　対象者の男女比

性別 人数（人） 割合（％）

男 ₁₈₀ ₂₁.₉
女 ₆₃₃ ₇₇.₁
無回答 ₈ ₁.₀

合　計 ₈₂₁ ₁₀₀.₀

表 ₃ 　対象者の年代

年代 人数（人） 割合（％）

₁₀代 ₄₈₂ ₅₈.₇
₂₀代 ₂₇₇ ₃₃.₇
₃₀代 ₇ ₀.₉
₄₀代 ₁₅ ₁.₈
₅₀代 ₁₅ ₁.₈
₆₀代 ₁₉ ₂.₃
₇₀代以上 ₄ ₀.₅
無回答 ₂ ₀.₂

合　計 ₈₂₁ ₁₀₀.₀

表 ₄ 　家での食事作り

生活区分 家での食事作り 人数（人） 割合（％）

一人暮らし 自分で作る ₇₇ ₉.₄
ときどき自分でつくる ₉₇ ₁₁.₈
まったく作らない ₂₁ ₂.₆

計 ₁₉₅ ₂₃.₈

家族等と同居 自分で作る ₄₂ ₅.₁
ときどき自分でつくる ₂₉₄ ₃₅.₈
まったく作らない ₂₈₃ ₃₄.₅

計 ₆₁₉ ₇₅.₄

無回答 ₇ ₀.₉

合　計 ₈₂₁ ₁₀₀.₀

表 ₅ 　学食の利用頻度

利用頻度 人数（人） 割合（％）

いつも利用（週に ₄・ ₅日） ₅₄ ₆.₆
時々利用（週に ₁～ ₃日） ₁₃₉ ₁₆.₉
まれに利用（月に数日） ₂₆₇ ₃₂.₅
年に数日利用 ₁₃₅ ₁₆.₄
利用しない ₂₂₂ ₂₇.₀
無回答 ₄ ₀.₅

合　計 ₈₂₁ ₁₀₀

表 ₆ 　昼食の金額

区分 人数（人） 割合（％）

₂₀₀円まで ₃₁ ₃.₈
₂₅₀円まで ₂₉ ₃.₅
₃₀₀円まで ₁₀₆ ₁₂.₉
₃₅₀円まで ₅₄ ₆.₆
₄₀₀円まで ₁₀₉ ₁₃.₃
₄₅₀円まで ₂₆ ₃.₂
₅₀₀円まで ₂₀₀ ₂₄.₄
₅₅₀円まで ₈ ₁.₀
₆₀₀円まで ₁₉ ₂.₃
₇₀₀円まで ₅ ₀.₆
₇₀₀円以上 ₇ ₀.₉

わからない・決めていない ₂₁₈ ₂₆.₆
無回答 ₉ ₁.₁

合　計 ₈₂₁ ₁₀₀
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　昼食の金額は，「₅₀₀円まで」が₂₀₀人（₂₄.₄％）と最も
多く，「₃₀₀円まで」₁₀₆人（₁₂.₉％），「₄₀₀円まで」が₁₀₉
人（₁₃.₃％）であった。その一方で，「わからない・決め
ていない」が₂₁₈人（₂₆.₆％）であった。
（₇）学食でよく食べるメニュー及び好きなメニュー
　学食を利用したことがある人を対象に，提供している
学食メニューのリストの中から学食でよく食べるメ
ニューと好きなメニューについて，各上位 ₃つを選択し
た結果を図 ₁に示した。

　よく食べるメニューと好きなメニューは，いずれも
「あかねランチ」が一番多く，次いで「季節の麺または
丼」が挙がった。
　注目すべき点は，よく食べるメニューと好きなメ
ニューの差が見られたことである。「あかねランチ」や丼
類のメニューについては，好きなメニューとした人数が
よく食べるメニューの人数を上回っていた。
（₈）学食の価格
　学食の価格についての結果を図 ₂に示した。
　学食の価格は，「ちょうど良い」₃₀％が最も多かった。
「高い」と「やや高い」を合わせると₄₀％であり，「ちょ

うど良い」を超えていた。「安い」と「やや安い」は合わ
せて ₃％と少数であり，学食の価格を割高に感じている
人が多いことが分かった。
（₉）学食の味付け
　食事の味付けについての結果を図 ₃に示した。
　味付けが「ちょうど良い」が₅₅％であり，過半数を超
えていた。一方で，「濃い」，「やや濃い」が合計₁₂％，
「やや薄い」，「薄い」が合計 ₉％であった。

（₁₀）学食で一番重視すること
　学食で一番重視することについての結果を図 ₄に示し
た。
　その結果，学食で一番重視する項目は「味」が₂₃％
（₁₉₀人），「価格」₂₂％（₁₈₄人），次いで「ボリューム」
₁₅％（₁₂₂人）であった。「栄養」や「見た目」を重視す
る人は少なかった。

図 ₂　学食の価格

図 ₄　学食で一番重視すること

図 ₁　学食でよく食べるメニュー・好きなメニュー
上位 ₃つ（学食利用者）

図 ₃　学食の味付け
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（₁₁）学食に対する満足度
　学食に対する満足度の結果を図 ₅に示した。
　学食に対する満足度は，「やや不満」が₂₅％（₂₁₀人）
と最も多かった。「やや満足」が₂₁％（₁₆₉人）と二番目
に多く，次いで「いまのままで良い」が₁₉％（₁₅₈人）で
あった。一方，「とても満足」は ₅％（₄₁人）と少なく，
「とても不満」も ₆％（₄₆人）で同じくらいであった。

（₁₂）昼食で食べるもの
　学食を利用しない場合に昼食で何を食べるかをリスト
に挙げたものから当てはまるもの上位 ₃つまでを選んだ
結果を図 ₆に示した。
　図 ₆より，「弁当」が₄₃₇人と最も多く，全回答者の半
数を超えていた。次いで「おにぎり等」が₂₃₈人，「パン
（サンドイッチ・おかずパン等）」と「カップ麺」が各₁₃₉
人であった。その他，「お菓子」や「何も食べない」とい
う人もいた。

（₁₃）昼食の対応
　学食を利用しない場合の昼食の対応についての結果を
図 ₇に示した。
　学食を利用しない場合の昼食は「弁当持参」が₄₂₀人で
過半数を超えていた。次いで「校内売店で買う」₁₄₇人，
「コンビニで買う」₁₄₃人であった。その他，「食べない」
という人も₁₈人いた。

（₁₄）学食を利用しない理由
　学食を利用しない理由（複数回答）を図 ₈に示した。
　「弁当を作ってもらえる」が最も多く，₂₄₈人であった。
次いで，「人が多い」（₁₈₄人），「価格が高い」（₁₄₆人），
「食べたいメニューがない」（₈₄人）が多かった。その他，
「行くのが面倒」，「時間がない」，「利用の仕方がわからな
い」という人がいた。

（₁₅）学食で出せる限度額
　調査対象者全員に尋ねた「学食で最高いくらまで出せ
るか」についての結果を表 ₇に示した。
　「₄₀₀円まで」が₂₀₇人（₂₅.₂％）で最も多く，「₄₅₀円ま
で」の₁₇₃人（₂₁.₁％），「₃₅₀円まで」₁₂₃人（₁₅.₀％）
とあわせると半数を超えた。「₄₅₀円以上」も₇₁人
（₈.₆％）いた。

図 ₆　昼食で食べるもの（上位 ₃つ）

図 ₈　学食を利用しない理由（複数回答）

図 ₅　学食に対する満足度

図 ₇　昼食の対応（複数回答）

表 ₇　学食で出せる限度額

区分 人数（人） 割合（％）

₂₀₀円まで ₄₄ ₅.₄
₂₅₀円まで ₃₇ ₄.₅
₃₀₀円まで ₁₄₀ ₁₇.₁
₃₅₀円まで ₁₂₃ ₁₅.₀
₄₀₀円まで ₂₀₇ ₂₅.₂
₄₅₀円まで ₁₇₃ ₂₁.₁
₄₅₀円以上 ₇₁ ₈.₆
無回答 ₂₆ ₃.₂

合　計 ₈₂₁ ₁₀₀
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（₁₆）昼食時の栄養や健康についての意識
　「昼食をとる時に栄養や健康について意識しているか」
についての結果を図 ₉に示した。
　栄養や健康を「意識している」が₂₁₃人（₂₇％），「意識
したいができない」が₈₇人（₁₁％）であった。その一方
で，「意識していない」が₄₇₉人（₆₂％）と多く，栄養や
健康についての意識が低いことがわかった。

　また，昼食時に栄養や健康について「意識している」
と回答した₂₁₃人は，特に気を付けていることとして「野
菜を食べる」（₉₅人）が多く，次いで「栄養バランス」
（₃₅人），「カロリー」（₁₉人）と答えていた。その他，「塩
分」や「たんぱく質」という回答もあった。
　一方，「昼食時に栄養や健康について意識したいができ
ない」と答えた₈₇人（₁₁％）の理由は，「お金がかかる」，
「時間がない」と並んで「メニューにない」が各₁₂人い
た。次いで，「どうしたらいいかわからない」といった栄
養や健康に関する知識不足を挙げた人が ₈人いた。その
他，「弁当を作るのが面倒」，「好きなものばかり食べてし
まう」などの回答があった。
（₁₇）野菜の一日摂取目標量についての認知度
　「一日にどのくらい野菜を食べたら良いか知っている
か」という野菜摂取目標量の認知度についての結果を図
₁₀に示した。
　「具体的に知っていた」は₁₀₅人（₁₃％）にとどまるも
のの，「なんとなく知っていた」₃₄₃人（₄₂％）を合わせ
ると知っていた人は過半数を超えていた。一方，「知らな

かった」は₁₉₄人（₂₄％），「気にしない」は₁₃₆人（₁₆％）
であった。
（₁₈）昼食での野菜摂取状況
　「昼食に野菜を食べているか」についての結果を図₁₁に
示した。
　「少しは食べている」が₅₅₁人（₆₇％）と多数を占め，
「しっかり食べている（片手分くらい）₇₇人（ ₉％）で
あった。その一方，「まったく食べていない」が₁₆₅人
（₂₀％）であった。

（₁₉）昼食での野菜摂取に対する意識
　「昼食に野菜を食べたいと思うか」についての結果を図
₁₂に示した。
　その結果，「食べたいと思う」が₅₁₂人（₆₂％）と過半
数を超えていた。また，「食べたいけれど難しい」₂₀₄人
（₂₅％）も合わせると，野菜を食べたいと思っている人が
₇₁₆人（₈₇％）と多数であった。

（₂₀）学食の希望メニュー
　自由記述による学食に対しての主な希望メニューを図
₁₃に示した。
　最も多かったのはデザート類であり，₂₃₂件であった。
デザートの希望価格は₁₀₀円から₅₀₀円までの範囲であっ
たが，平均すると₂₀₀円程度であった。
　次いで，「ランチ・定食」への要望が₁₁₈件あった。特
に，メニューと価格の希望については，「ご飯と味噌汁の
みで₁₀₀円」という低価格のものから来客時に振る舞える
ような「₁,₀₀₀円の豪華ランチ」まで幅広かった。価格の図₁₀　一日当たりの野菜摂取目標量の認知度

図 ₉　昼食時の栄養や健康への意識

図₁₁　昼食に野菜を食べているか

図₁₂　昼食に野菜を食べたいと思うか
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記入があったもので最も多かったのは₅₀₀円の₂₂人であっ
た。その他，₃₀₀円が₁₇人，₄₀₀円が₁₉人，その他端数の
あるものなどがあった。
　問₁₅の学食で出せる限度額を「₄₅₀円まで」とする者が
多かったが，食事献立に納得できれば，それ以上の金額
を出しても良いという考えの人が一定数いることがわ
かった。
　献立については，「栄養バランス等健康を考えたもの」，
「組み合わせができるもの」，「洋風ランチ」など，様々な
意見があった。また，野菜をしっかり食べられる「サラ
ダ・野菜」や「おかず・小鉢」などの要望も多かった。
他には「パスタ」や「オムライス」などの単品洋食メ
ニューの充実を望む声も多く寄せられた。
　その他，「オリジナルメニュー（学食限定のユニークな
もの）」，過去に本学食物栄養学科の学生が考案し商品化
された「塩レモン餃子」の要望もあった。
（₂₁）学食への要望
　学食に対しての要望（自由記述）についての結果を図
₁₄に示した。
　要望は，価格設定に関するもの（価格を安く）が₁₅₆
件，メニューに関するもの（メニューを豊富に）が₁₄₀件
であった。

　次いで，学食の営業時間に関するもの（時間を長く）
が₁₀₈件あった。多くは「昼に行ったらすでに食べられる
ものがない」，「夕方までやってほしい」，「₁₅時までやっ
てほしい」など営業時間の延長を望む声であり，特に昼
時間にレッスンがある音楽学科の学生からの具体的な要
望が多かった。
　また，「（他大学のように）朝食もやってほしい」とい
う声もあった。校内には競合する他店はないが調査票に
は「○○のように」等，他大学のカフェやファストフー
ド店などの名前を挙げるものもあった。
　さらに，「オシャレにしてほしい」「明るく」などの食
事環境の改善を求める要望や「カロリー表示」などの栄
養に関する情報提供についての要望などが挙がった。

考　　　　　察

1.　学生食堂の利用に関する実態
　本学の学食の利用者は，「いつも（週 ₄・ ₅日）利用す
る 者」₅₄ 人（₆.₆％）と「時 々 利 用 す る 者」₁₃₉ 人
（₁₆.₉％）を合わせると₁₉₃人で全体の₂₃.₅％であった。
利用者における学食に対する満足度は，「いまのままでよ
い」と「やや満足」，「とても満足」をあわせて₄₅％で
あった。「やや不満」と「とても不満」で₃₁％であり，不
満はあるものの学食を利用していることがわかる。
　利用者が学食で一番重視することについては，「味」
「価格」「ボリューム」の順にあげる人が多かった（図
₄）。
　学食の味付けについては，「ちょうど良い」が半数を超
えており，味を重視する人にとってはある程度は満足で
きていたと考えられる。
　次に，学食の価格については，「ちょうどよい」が₃₀％
であり，「高い」と「やや高い」を合わせると₄₀％とな
り，学食の価格を割高に感じている人が多い。これは，
図 ₁に示した学食で「よく食べるメニュー」と「好きな
メニュー」の人数差にも出ている。
　「あかねランチ」や「季節の麺または丼」は「好きなメ
ニュー」で人数が多いが，「よく食べるメニュー」として
は人数が少ない。「あかねランチ」で「よく食べるメ
ニュー」の人数が「好きなメニュー」の人数よりも少な
くなっている理由としては，設定価格が利用者の昼食で
の限度額を超えているために選べない，割高に感じてい
る，あるいは希望者数に対して提供食数が不足しており，
売り切れるために選べない，などが考えられる。
　また，ラーメンやうどんなどの麺類は，「好きなメ
ニュー」の人数よりも「よく食べるメニュー」と答えた
人数が多い。これは，比較的安価に設定してあるため，
利用者は価格を中心に選んでいるということと，定食な
どが売り切れてしまった場合に選んでいる可能性が高い。
これは，食堂運営事業者への聞き取り調査において，食
数の調整は麺類等で行うことにしているということで裏

図₁₃　学食の希望メニュー

図₁₄　学食への要望
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付けられる。
　学食における価格については，小池₉）や安藤ら₁₀）の調
査報告においても，設定価格を下げてほしいという要望
が多く出ており，利用者が出せる金額の範囲内でのメ
ニューの充実を希望している。本学の調査においても，
同様の傾向が見られた。
　次に，学食メニューではボリュームについても重要で
あることが明らかとなった。主食（ご飯や麺類）の量の
増減，単品メニューの追加などにより，食事量の調節が
行えるようなメニューの工夫が必要と思われる。

2.　学食を利用しない場合の昼食の実態と課題
　学食を利用しない場合は，弁当を持参する人が一番多
かった。理由は，「弁当を作ってもらえる」，あるいは
「自分で弁当を作りたい」ためであり，学食を利用する必
要がないということになる。
　次の理由としては，「人が多い」，「価格が高い」，「食べ
たいメニューがない」ためであった。
　まず，「人が多い」という理由の原因について述べる。
　学食の営業時間は₁₀時₃₅分から₁₃時₃₀分までである。
学生の昼休みは₁₂時₁₅分から₁₃時 ₅ 分までの₅₀分間であ
る。昼休みの時間帯の前後は，学食は混雑している。食
券は券売機で ₈時₃₀分頃から購入可能であるが，昼時間
になると麺類以外はほぼ売り切れている場合が多い。
　学食には学食利用者の他，家庭で作った弁当持参者や
他の店舗や学内の売店で購入した飲食物を持ち込んで友
人と一緒に食事をしている人も多い。カップ麺類の湯を
食堂の給湯器から注いで食している学生も少なくない。
　調査時の学食の座席数は₂₄₂席であり，学生数に対して
は決して多くない。食事をとる空間として学食を利用す
る場合は通路が狭く，移動の際は不便に感じざるを得な
い状況である。食事場所は他の教室を利用することが可
能であり，弁当を持参している多くの学生達は，学食で
はなく教室内で食事をしている。
　学食の利用に当たっては，利用者が不自由を感じない
ように利用者の導線を考慮した座席の配置や通路の確保
など，混雑を解消するための工夫が必要と思われる。
　次に，「価格が高い」という理由は，昼食での使用限度
額と学食の価格設定の差が関係していると思われる。昼
食の金額は，「₃₀₀円まで」から「₄₀₀円まで」の人が約
₁／ ₄を占めており，さらに「₅₀₀円まで」とした人₂₄％
をあわせると全体の約半数を占めていた。あかねランチ
は₄₄₀円で設定されており，現状ではほぼ毎日売り切れて
いると予想される。しかし，現在のあかねランチの価格
では，「₄₀₀円まで」を限度額とする人にとっては割高で
あり，利用しやすい価格とは言えない。学食に対する希
望メニューには「ランチ・定食」が多く挙がっており，
その価格は₃₀₀円から₄₀₀円までが多かった。学食で重視
されていた「味」，「価格」，「ボリューム」のバランスを

考慮し，利用者が購入しやすく，嗜好にあった食事献立
を提供することが望ましいと考える。
　昼食の金額が「₂₅₀円以内」の場合，本学の学食で購入
可能なメニューは，「うどん」あるいは「ごはん」や「味
噌汁」といった単品の数点に限られる。大学生の節約し
たい費目のトップは食費であることが報告されている₁₁）。
カップ麺を昼食に食べている学生が多いのは，価格を重
視して食費を節約しているためと推察される。
　さらに，「食べたいメニューがない」という意見につい
ては，学生が希望するメニューを提供する必要があると
考える。学食に対する希望メニューでは，デザート類が
一番多かった。デザート類の希望の金額は，平均すると
₂₀₀円前後であった。安藤ら₁₀）の調査においても，学生
が希望したメニューはデザートが圧倒的に多かった。理
由としては，女子学生が多いことと，昼食の場としての
利用というよりもコミュニケーションの場としての学食
を期待しているためであると述べている。本学では学食
の終了時間は₁₃時₃₀分であるため，デザート類の提供は
ない。今後の学食における利用の拡大をめざす場合には，
主な利用者である学生達の希望に沿って対応することが
必要である。
　上記のような観点から，魅力的な学食にするには，利
用者の嗜好に合う献立構成，使用可能な金額内での価格
設定，ボリュームの調整が可能となる単品のおかず（小
鉢）といったメニューの改善やデザート類の開発などが
必要であると考える。

3.　大学生に対する食育の必要性
　本調査において，「昼食時に栄養や健康について意識し
ているか」の結果では，「意識している」が₂₇％，「意識
したいができない」が₁₁％であったが，「意識していな
い」が₆₂％と最も多く，栄養や健康についての意識の低
さが浮き彫りとなった。
　また，野菜の摂取状況について，「昼食に野菜を食べて
いるか」の調査結果では，「しっかり食べている（片手分
くらい）」はわずか ₉％であり，「少しは食べている」
₆₇％，「全く食べていない」₂₀％であった。
　本学の学食メニューでは，「あかねランチ」では野菜が
小鉢で ₁～ ₂品は含まれるため，ある程度の野菜は摂取
できるが，他の丼類や麺類の場合には野菜は少量しかと
れない。したがって，学食利用者にとって野菜類の摂取
を意識しているかどうかは，昼食でのメニュー選択に大
きく影響すると思われる。田辺ら₁₂）は，大学生の食物選
択に関する要因として，嗜好性，経済性，グルメ（簡便）
性といった食生活意識が大きく関係しており，栄養バラ
ンスや安全性といった健康性はあまり意識されていない
という調査結果を報告している。
　学食において食育を推進するためには，食堂運営事業
者と大学側が連携し，相互に協力することが必要である。
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また，希望メニューなどについての利用者の声を拾う仕
組みを整えることも必要であろう。営業時間の延長に関
する要望は，食堂運営事業者側だけの問題ではなく，大
学側の意向も含めて食堂運営が成り立つことが必要であ
るため，対応は簡単ではない。しかしながら，学生に
とっての学生食堂は，食事の場であり，友達とコミュニ
ケーションをとる場にもなるため，快適で過ごしやすい
場所であることが望ましい。学生の学食への要望に見ら
れた，学食を「おしゃれにしてほしい」といった声にも
あるように，食環境が快適になることによって，学食に
興味や関心を持つ学生が増え，毎日でなくても学食の食
事利用が増えれば，日々の学食の利用食数の増加に繋が
ると考える。「私立大学学生生活白書₂₀₁₈」の中で，大学
の施設・サービスへの要望は「学生食堂を充実してほし
い」が₄₉.₇％と ₁位であり，特に要望が高かった₁₃）こと
からも，学食を快適な食空間として利用したいという学
生が多いことがわかる。快適な食空間で，魅力的な食事
提供ができれば，学食は学生にとって身近な食育の場と
成り得る可能性があると考える。本調査結果は，その一
助として活用していただければ幸いである。
　今後，学食が学生生活を楽しく健康的に過ごすための
食事の場となり，食に関する情報提供の場として大学生
の食生活の自立をサポートできる場となることを期待し
たい。

要　　　　　約

　大学における学生食堂利用対象者の意識を把握し，よ
り良い学生食堂のあり方を検討するための基礎資料とす
ることを目的に，食堂運営事業者への聞き取り調査，及
び学生と教職員対象の学生食堂に対する意識調査を行い，
₈₂₁名から回答を得た。
　学生と教職員対象の学生食堂に対する意識調査の結果，
学生食堂の利用者は全体の₂₃.₅％であった。学食メ
ニューの味付けは良い評価であったが，価格は割高に感
じられていた。学食で重視することは，味と価格とボ
リュームであり，₄₀₀円前後の価格を中心に栄養のバラン
スを配慮した献立の提供が求められていた。また，デ
ザート類の提供希望が多く挙がっていた。学食は食事を
とるだけではなく，友人とのコミュニケーションの場と
しても重要な役割を担っている。今回の調査結果を踏ま
えて，学食のメニューを見直し，利用者にとって魅力的
な学食になることを期待したい。

　その一方で，対象者の₆₂％は昼食時に栄養や健康を意
識しておらず，食に関する知識不足が明らかとなった。
今後は大学における学生への食育の推進が必要であると
考える。
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Summary

To understand evaluation of our school cafeteria by actual and potential users and, based on the findings, improve 
its management, interviews were conducted with cafeteria operators and a questionnaire was carried out with students 
and teachers, collecting ₈₂₁ responses.

According to the questionnaire, ₂₃.₅% of the respondents were actual users of the cafeteria. Meals were evaluated 
favorably, while their prices were conceived to be relatively high. Good taste, reasonable prices, and satisfactory serv-
ing quantities were considered important with regard to on-campus lunch. Nutritionally balanced meals priced around 

₄₀₀ yens were most demanded. Many of the respondents also demanded that desserts be served at the cafeteria. This 
indicated that the school cafeteria was not simply for eating but played an important role in the communication among 
peer students. Hopefully, using the result of the questionnaire, the cafeteria menu will be changed to attract more user 
attention.

The questionnaire also showed that ₆₂% of the respondents did not consider nutrition or health when choosing their 
lunch, evidently indicating their poor dietary knowledge. To address this issue, the dietary education needs to be 
promoted for students.




